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なるため，両者を含む多重 WH 疑問文において統語的な相違が生じることを明らかにした。 
 第３章では，文末終助詞「か」と“吗”の語用論的機能と両者の歴史的変化過程を比較した。
日本語の「か」は Yes/No 疑問・WH 疑問・独り言・感嘆文・三人称小説地の文に現れ，行為
指示型・表出型・断定型の発話内行為と結びつくが，“吗”は行為指示型の Yes/No 疑問文にし
か現れない。歴史的には，日本語終助詞「か」が WH 疑問・Yes/No 疑問・感嘆などと関連す
る古文の係り結びの「か」から派生したこと，他方，中国語古文では係り結びが存在せず，
WH 疑問文と Yes/No 疑問文が統語的に異なることを先行研究とコーパスの検討を通じて示
した。中国語古文では WH 疑問詞の統語的移動が存在したが，その後移動は消失し，他方，“吗”

















































  備考  要旨は，1,500字以内とする｡ 
 
